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２．２．２　学校情報連絡網の活用事例（静岡県伊豆の国市）
〔概要〕
「緊急連絡を軸とした総合的な一斉連絡の仕組み」導入以前は、学校行事の変更周知や緊急連絡は電話連絡
網や防災無線等を利用していた。電話連絡網については、個人情報の問題、保護者不在で連絡が届かないとい
う問題、連絡は各担任が実施していたが、電話回線も限られていたので、個人の携帯電話を使ってかけるという
問題等様 な々課題があった。防災無線については、温泉街という事もあり、例えば早朝に緊急連絡を広報担当か
ら発信しようとしても宿泊客が多く困るという声が地域住民よりあがっており、また風雨が激しいと声が入らないとい
う問題もあり情報を正確にできない状況であった。昨今、不審者の出没、ゲリラ豪雨、東海地震、駿河湾の地震の
懸念事項があり、保護者からの連絡網の整備ができないか検討を深めた。

●学校情報連絡網のイメージ

〔コラム〕
伊豆の国市教育委員会では、何とか子どもたちの安全に関わる情報を迅速かつ確実に配信したいという想い

から当該システムを導入した。保護者の連絡先情報の登録時は、問合せも多くあったが、説明開催し、丁寧に対
応を実施した事で、現在は円滑な運用が可能となっている。伊豆の国市教育委員会では、特に保護者の「登録
率」を高めることに注力し、登録率が低い学校に対しては、教育委員会側から直接校長先生に登録率の向上の依
頼を実施した。その結果、市内における、全学校園において１００％の登録率を達成することに成功した。また、アン
ケートの結果から保護者からも高い満足度を得ている。今後「緊急連絡を軸とした総合的な一斉連絡の仕組み」の
導入を検討している全国のどの自治体にとっても、非常に有益なものと考えられる。 
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２　先進的な事例紹介

●登録率向上の仕組み
伊豆の国市教育委員会では、何とか子どもたちの安全に関わる情報を迅速かつ確実に配信したいという想い

から当該システムを導入した。保護者の連絡先情報の登録時は、問合せも多くあったが、説明開催し、丁寧に対
応を実施した事で、現在は円滑な運用が可能となっている。伊豆の国市教育委員会では、特に保護者の「登録
率」を高めることに注力し、登録率が低い学校に対しては、教育委員会側から直接校長先生に登録率の向上の依
頼を実施した。その結果、市内における、全学校園において１００％の登録率を達成することに成功した。また、アン
ケートの結果から保護者からも高い満足度を得ていることが伺える。さらに、今回紹介した学校・保護者への案内
文雛形は、導入にあたって最も重要なステップの一つである「学校側・保護者側への周知」において、自治体の負
担を大幅に軽減させる効果が期待でき、今後「緊急連絡を軸とした総合的な一斉連絡の仕組み」の導入を検討し
ている全国のどの自治体にとっても、非常に有益なものと考えられる。
最後に、導入年度は苦労したが、次年度からはスムーズに運用が行えている。

＜参考＞
平成２２年度の実績
・全学校園　登録率　１００％
・年間配信回数　総配信数１５４回（通常連絡１２１回、追い掛け連絡＜緊急連絡＞３３回）
・１校（園）平均８．１回（通常連絡６．３回、追い掛け連絡＜緊急連絡＞１．７回）

（問い合わせ先）
伊豆の国市教育委員会　学校教育課
ＴＥＬ：０５５－９４８－１４５３
ＦＡＸ：０５５－９４８－１４６４
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●アンケート結果
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２　先進的な事例紹介

 




